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本
年
の
春
季
散
策
会
は
、
近

代
日
本
経
済
の
父
と
称
さ
れ
る

渋
沢
栄
一
の
生
誕
地
、
深
谷
と

妻
沼
に
あ
る
国
宝
妻
沼
聖
天
山

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

六
月
十
一
日
、
梅
雨
と
は
思

え
な
い
ほ
ど
の
夏
空
の
下
、

二
十
四
名
の
参
加
者
は
ま
ず
渋

沢
栄
一
記
念
館
を
訪
れ
、
そ
の

生
い
立
ち
と
功
績
に
つ
い
て
職

員
の
方
か
ら
解
説
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
幕
末
か
ら

明
治
初
期
に
か
け
て

激
動
人
生
を
歩
み
な

が
ら
、
近
代
経
済
の

礎
を
築
い
た
だ
け
で

な
く
、
国
際
交
流
や

福
祉
事
業
等
実
に
幅

広
い
分
野
で
活
躍
さ

れ
た
こ
と
が
、
意
外

と
知
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
に
改
め
て
気
づ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
等
身
大
の

渋
沢
栄
一
の
写
真
が
展
示
し
て

あ
り
ま
し
た
が
、
百
五
十
四
㎝

と
小
柄
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

当
時
の
日
本
人
と
し
て
は
普
通

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

続
い
て
、
妻
沼
に
移
動
し
斎

藤
別
当
実
盛
公
が
一
一
七
九
年

に
本
尊
聖
天
さ
ま
を
祀
っ
た
こ

と
に
創
ま
る
、
宝
妻
沼
聖
天
山

を
訪
れ
ま
し
た
。
見
ど
こ
ろ
は

や
は
り
本
殿
に
施
さ
れ
て
い
る

　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
日

（
木
）
越
生
の
日
本
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
に
て
参
加
人
数
四
十
四

人
と
い
う
多
数
の
会
員
の
皆
様

が
参
加
さ
れ
一
日
楽
し
い
ゴ
ル

フ
を
い
た
し
ま
し
た
。
三
月
十

日
と
い
う
の
に
春
う
ら
ら
か
な

ゴ
ル
フ
に
は
最
高
の
日
で
し
た
。

　

私
は
日
本
カ
ン
ト
リ
ー
の
メ

ン
バ
ー
の
為
、
ど
こ
に
モ
グ
ラ

の
穴
が
、
ど
こ
に
Ｏ
Ｂ
が
あ
る

か
も
よ
く
知
っ
て
お
り
、
ま
た

同
伴
メ
ン
バ
ー
は
七
回
生
の
同

ゴ
ル
フ
同
好
会

発
行
人

会　

長	

岩
堀

	

弘
明

事
務
局	

川
越
市
六
軒
町
一
─

三
─

十

題
字	

吉
沢
翠
亭（
義
和
）

印
刷	

（株）
櫻
井
印
刷
所

妻沼聖天山にて

優
勝
者 

宇
津
木 

清 （
高
七
回
）

　

年
会
費
二
千
円
未
納
の
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
納
入
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

◆
事
務
局
か
ら
の
お
願
い
◆

渋
沢
栄
一
記
念
館
と
妻
沼
聖
天
山

事
務
局
暫
定
ア
ド
レ
ス

fm
7a-ksm

@
asahi-net.or.jp
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四十四名参加の日本カントリーでのコンペ

級
生
で
、
野
球
の
四
番
打
者
角

田
君
、
柔
道
の
窪
田
君
、
高
橋

君
と
よ
く
知
れ
た
仲
間
の
為
、

気
楽
に
プ
レ
ー
が
出
来
た
事
が

優
勝
に
つ
な
が
っ
た
事
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
七
回
生
は
今
年
八
十
才

と
な
り
ま
す
が
、
ま
す
ま
す
元

気
に
リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね
た
ゴ
ル

フ
会
を
年
に
四
回
、
七
期
会
ゴ

ル
フ
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

初
雁
会
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
も

後
何
回
参
加
で
き
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
頑
張
っ
て
参
加
し

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

絢
爛
豪
華
な
彫
刻
で
す
。
総
工

費
十
三
億
円
を
か
け
て
行
わ
れ

た
改
修
工
事
に
よ
り
、
創
建
当

時
の
色
彩
が
復
元
さ
れ
た
と
の

こ
と
で
、
そ
の
見
事
な
姿
に
時

間
を
忘
れ
て
見
入
っ
て
し
ま
し

ま
し
た
。

　

消
失
し
た
建
物
を
再
建
し
た

の
は
、
妻
沼
の
名
工
林
兵
庫
正

清
で
、
子
の
正
信
の
代
ま
で

一
七
三
五
年
か
ら
二
十
五
年
を

か
け
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
時

間
が
掛
か
っ
た
の
は
、
途
中
で

利
根
川
の
氾
濫
に
会
っ
た
り
、

工
事
費
を
負
担
し
た
の
が
、
幕

府
や
大
名
、
豪
商
で
は
な
く
、

妻
沼
を
中
心
と
し
た
庶
民
た
ち

の
寄
進
で
賄
わ
れ
た
か
ら
で
す
。

　

ま
た
国
指
定
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
貴
惣
門
に
つ

い
て
も
、
他
で
は
見
ら
れ
な
い

奇
抜
な
意
匠
で
こ
ち
ら
も
も
う

一
つ
の
見
ど
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
後
、
場
所
を
移
し
て
お

こ
わ
わ
れ
た
懇
親
会
に
て
、
時

間
を
忘
れ
て
大
い
に
話
が
盛
り

上
が
り
、
参
加
者
同
士
の
懇
親

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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丸
井
氏
は
一
九
五
八
年
狭
山

市
に
生
ま
れ
る
。
川
越
高
校
を

卒
業
後
、筑
波
大
学
、カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
で
主
に
水
環
境
の

保
護
、
保
全
に
つ
い
て
の
研
究

を
行
う
。
そ
の
後
は
立
正
大
学

地
理
学
科
助
手
、
通
産
省
工
業

技
術
院
地
質
調
査
所
を
経
て
、

二
〇
〇
一
年
よ
り
現
在
の
産
業

技
術
総
合
研
究
所
で
活
躍
中
。

　

こ
の
間
、
海
外
も
含
め
数
々

の
大
学
で
教
鞭
を
執
る
傍
ら
、

福
島
第
一
原
発
汚
染
水
処
理
対

策
委
員
、
国
土
交
通
省
地
下
水

検
討
委
員
、
環
境
省
水
循
環
基

本
法
及
び
同
基
本
計
画
有
識

者
、
原
子
力
廃
棄
物
地
層
処
分

技
術
ワ
ー
キ
ン
グ
委
員
、
ユ

ネ
ス
コ
国
際
学
術
委
員
な
ど
、

数
々
の
有
識
者
会
議
を
歴
任
す

る
。

　

特
に
福
島
第
一
原
発
の
汚
染

水
問
題
に
つ
い
て
、
数
多
く
の

メ
デ
ィ
ア
に
登
場
し
、
知
見
を

披
露
し
て
い
る
。
専
門
は
地
下

水
学
と
洞
穴
学
。

　

昭
和
二
七
年
川
越
高
校
卒
業

と
同
時
に
（
一
般
社
団
法
人
）

霞
ケ
関
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
入

社
、
同
三
〇
年
プ
ロ
テ
ス
ト
合

格
。テ
レ
ビ
解
説
、テ
レ
ビ
レ
ッ

ス
ン
な
ど
に
多
数
出
演
、
日
本

プ
ロ
ゴ
ル
フ
協
会
理
事
、
埼
玉

プ
ロ
ゴ
ル
フ
会	

会
長
を
歴
任
。

　

二
〇
〇
七
年
度
日
本
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
大
賞
功
労
賞
を
、
日
本

プ
ロ
ゴ
ル
フ
協
会
理
事
と
し
て

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
地
位
向
上

に
尽
力
し
、
Ｐ
Ｇ
Ａ
法
人
格
取

得
に
貢
献
し
た
と
し
て
受
賞
し

た
。

　

現
在
霞
ケ
関
カ
ン
ツ
リ
ー
倶

楽
部
嘱
託
と
し
て
活
躍
。
著
書

「
ゴ
ル
フ
が
突
然
う
ま
く
な
る
」

主
婦
と
生
活
社
刊
。

竹
間 

正
雄
プ
ロ
略
歴

講
師
　
国
立
研
究
開
発
法
人
　
産
業
技
術
総
合
研
究
所

水
科
学
へ
の
期
待　

福
島
第
一
原
発
の
汚
染
水
問
題
解
決
へ
の
道

丸
井  

敦
尚 

氏（
高
二
十
九
回
）

●
廃
炉
へ
の
道
～

　
ま
ず
は
汚
染
水
対
策

川
越
初
雁
会 

春
季
講
演
会  

三
月
一
九
日 

於 

同
窓
会
会
館

公演中の丸山氏

　

現
在
、東
京
電
力
は
、福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
廃
炉
に
向

け
て
の
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

当
初
の
廃
炉
計
画
で
は
、

二
〇
二
〇
年
ま
で
に
建
屋
の

ド
ラ
イ
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
、穴

の
開
い
て
い
る
原
子
炉
を
補
修

し
、循
環
冷
却
を
復
活
さ
せ
る
。

そ
の
後
は
二
〇
三
五
年
ご
ろ
ま

で
に
デ
ブ
リ
の
除
去
を
行
い
、

二
〇
五
〇
年
を
め
ど
に
原
子
炉

の
撤
去
お
よ
び
建
屋
の
解
体
と

日
　
　
時	

平
成
二
十
八
年
九
月
三
日（
土
）　
午
後
三
時
開
会

場
　
　
所	

氷
川
会
館

	

　
　
　（
川
越
市
宮
下
町
二
─

十
一
─

三		

☎
二
二
二
─

八
四
一
七
）

審
議
事
項	

平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
報
告	

	

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
案
並
び
に
事
業
予
算
案

総
会
記
念
講
演
演
題
「
霞
ヶ
関
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
よ
も
や
ま
話
」

講
師
　
竹
間
　
正
雄
プ
ロ（
高
四
回
）（
一
社
）霞
ヶ
関
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部

第
七
回
定
期
総
会
九
月
三
日
に
開
催

第
七
回
定
期
総
会
九
月
三
日
に
開
催



設
備
で
ほ
と
ん
ど
の
放
射
性
物

質
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
が
、ト
リ
チ
ウ
ム
と
い

う
三
重
水
素
の
物
質
だ
け
は
現

在
の
技
術
で
は
取
り
除
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
ト
リ
チ

ウ
ム
は
線
量
は
低
く
、世
界
基

準
の
百
分
の
一
以
下
と
通
常
で

は
海
洋
放
棄
し
て
も
問
題
な
い

と
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
も
宣
言
し
て
い
る

の
で
す
が
、風
評
被
害
を
恐
れ

る
漁
業
関
係
者
を
説
得
で
き
ず

に
、敷
地
内
の
タ
ン
ク
に
た
ま

り
続
け
て
い
る
と
い
う
の
が
現

状
で
す
。
全
体
の
リ
ス
ク
を
考

え
る
と
早
く
捨
て
た
方
が
懸
命

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
の
人
口
は
二
〇
一
一
年

を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
て
い

ま
す
。
ま
た
高
齢
化
率
は
ど
ん

ど
ん
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。
地

球
環
境
の
変
化
と
し
て
、過
去

百
年
間
に
平
均
気
温
は
一
度
上

昇
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
百

年
で
は
三
度
上
が
る
だ
ろ
う
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
て
重
層
的
な
対
策
を
施

す
こ
と
に
よ
り
、確
実
に
汚
染

水
の
発
生
拡
散
を
防
ご
う
と
い

う
わ
け
で
す
。

　

た
だ
し
、現
状
で
は
凍
土
壁

に
七
年
と
い
う
時
効
が
あ
る
た

め
、早
く
次
の
策
を
講
じ
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
比
較
的
安

価
な
鋼
矢
板
な
ど
の
従
来
工
法

で
凍
土
壁
の
外
側
を
覆
う
こ
と

が
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
同

時
に
海
側
遮
水
壁
も
、も
っ
と

深
く
ま
で
達
す
る
よ
う
再
工
事

が
必
要
で
す
。（
今
の
海
側
遮

水
壁
は
深
さ
三
〇
ｍ
、帯
水
層

上
位
二
層
分
し
か
カ
バ
ー
し
て

い
な
い
た
め
）

　

次
に
で
き
て
し
ま
っ
た
汚
染

水
の
浄
化
に
つ
い
て
ご
説
明
し

ま
す
。
現
在
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
、Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｒ
Ｙ
、Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
Ｎ	

と
い

う
浄
化
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
て

お
り
ま
す
。
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｙ
と
Ｋ

Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
は
主
に
セ
シ
ウ
ム

を
、Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
は
セ
シ
ウ
ム
以

外
の
放
射
性
物
質
を
除
去
す
る

働
き
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

（	3	）
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い
う
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
し

た
。

　

た
だ
し
、第
三
者
機
関
で
あ

る
原
子
力
規
制
委
員
会
が「
ま

っ
た
」を
か
け
た
り
、ま
た
地
元

の
合
意
形
成
に
時
間
を
と
ら

れ
、早
く
も
大
幅
に
進
捗
が
遅

れ
て
い
る
状
態
で
す
。

廃
炉
計
画
は
と
も
か
く
、現
場

で
は
今
現
在
も
一
日
三
百
ｔ
も

の
地
下
水
が
建
屋
に
浸
入
し
て

お
り
、そ
の
結
果
、一
日
に
四
百

ｔ
も
の
高
レ
ベ
ル
汚
染
水
が
発

生
し
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

　

こ
の
状
況
を
打
破
す
べ
く
採

用
し
た
の
が
、「
凍
土
壁
」で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
以
外
の
方
法
も

い
く
つ
か
あ
る
の
で
す
が
、当

時
の
政
府
は
一
日
も
早
く
で
き

る
方
法
を
採
用
せ
よ
と
の
こ
と

で
、こ
の
方
法
が
選
ば
れ
た
と

い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
と
い

う
こ
と
で
、凍
土
壁
は
恒
久
的

な
方
法
で
は
な
く
、先
発
策
と

し
て
試
行
さ
れ
た
と
い
う
べ
き

で
し
ょ
う
。

　

こ
の
凍
土
壁
と
は
ど
ん
な
も

の
か
、一
号
機
か
ら
四
号
機
の

周
囲
を
、千
五
百
本
も
の
凍
結

管
を
打
ち
込
み
、通
電
し
て
地

中
を
凍
ら
せ
る
と
い
う
も
の

で
、透
水
性
が
０
と
効
果
は
大

き
く
、比
較
的
管
理
が
楽
で
あ

る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

な
お
凍
土
壁
運
用
の
年
間
の
電

気
代
は
約
二
十
億
円
と
の
こ
と

で
す
。
た
だ
し
デ
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
、他
の
方
法
と
比
べ
高
額

（
設
置
工
事
に
三
四
〇
億
円
！

本
当
は
も
っ
と
高
い
？
）で
あ

る
こ
と
と
、部
品
の
交
換
も
含

め
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
手
間
が
か

か
り
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
凍
土
壁
設
置
に

◦		

一
緒
に
水
の
将
来
を
考
え

よ
う
！

よ
り
、内
陸
か
ら
の
地
下
水
を

上
位
四
層
分
の
帯
水
層
に
わ
た

っ
て
浸
入
を
阻
止
す
る
こ
と
が

で
き
、か
つ
敷
地
内
部
の
汚
染

水
の
外
部
拡
散
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
汚
染
水
を
海
洋
へ
漏
ら

さ
な
い
た
め
に
、「
海
側
遮
水

壁
」と
い
う
も
の
も
同
時
に
建

設
し
ま
し
た
。
一
～
四
号
機
の

護
岸
に
沿
っ
て
円
筒
状
の
鋼
管

を
隙
間
な
く
七
八
〇
ｍ
に
わ
た

っ
て
打
ち
込
む
と
い
っ
た
も
の

で
、こ
れ
に
よ
り
敷
地
内
の
地

下
水
の
海
洋
へ
の
流
失
の
大
幅

な
減
少
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

更
な
る
対
策
と
し
て
、雨
水

を
建
屋
内
に
入
れ
な
い
た
め
に

敷
地
の
表
面
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
覆
う
工
事
を
行
っ
て
お
り
、

こ
れ
を「
フ
ェ
ー
シ
ン
グ
」と
言

い
ま
す
。
ま
た
、「
地
下
水
バ
イ

パ
ス
」「
サ
ブ
ド
レ
ン
」と
呼
ば

れ
る
敷
地
内
の
井
戸
を
掘
り
、

建
屋
内
の
放
射
性
物
質
に
触
れ

る
こ
と
な
く
地
下
水
を
強
制
的

に
逃
が
す
と
い
う
設
備
も
設
け

　

三
十
五
年
後
の
二
〇
五
〇
年

の
日
本
の
姿
を
予
測
す
る
と
、

人
口
は
一
億
人
で
四
〇
％
は

六
五
歳
以
上
と
な
り
、気
候
は

平
均
気
温
が
一
℃
上
昇
し
、降

水
量
は
十
五
％
ア
ッ
プ
と
な

り
、ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
多
発
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
は
選
択
と
集
中
が
大
事
と
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
も
し
今
ま

で
の
生
活
を
維
持
し
た
い
の
で

あ
れ
ば
、移
民
の
受
け
入
れ
が

必
須
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
そ
れ

が
否
で
あ
れ
ば
、生
活
様
式
を

昔
に
戻
す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

以
上
を
ふ
ま
え
、水
関
連
の

将
来
に
む
け
て
次
の
２
点
を
提

言
し
て
お
り
ま
す
。

◦
休
耕
田
と
な
っ
て
い
る
土
地

を
遊
水
池
に
す
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
水
循
環
を
確
保

し
つ
つ
、水
に
よ
る
危
険
を
回

避
す
る
。

◦
小
規
模
の
水
道
施
設
を
活
用

講演当日の会場風景

す
る
。
小
規
模
な
集
落
や
限
界

集
落
な
ど
に
も
対
応
さ
せ
る
。

　

福
島
第
一
原
発
問
題
も
あ
わ

せ
我
々
に
は
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
水
科
学
は
今
後
期
待
さ

れ
る
重
要
な
学
問
分
野
で
あ
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

弓
道
部
は
記
録
に
よ
る
と
昭

和
十
五
年
に
創
部
さ
れ
、
戦
争

に
よ
る
中
断
を
挟
ん
で
三
十
二

年
に
再
開
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

昨
年
同
期
の
梶
田
先
生
が
出

身
と
い
う
事
で
大
分
、
弓
道
部

と
い
う
紹
介
を
頂
き
ま
し
た
が
、

在
籍
し
て
い
た
昭
和
五
十
年
頃

は
前
川
越
市
弓
道
連
盟
会
長
の

内
河
先
生
が
物
理
の
先
生
と
し

て
勤
務
さ
れ
、
顧
問
と
し
て
指

導
を
頂
き
な
が
ら
、
普
通
に
活

動
し
て
い
た
運
動
部
の
一
つ
で

し
た
。

　

当
時
は
萩
原
先
生
の
バ
レ
ー

を
は
じ
め
、
陸
上
、
軟
式
テ
ニ

ス
、
剣
道
な
ど
活
躍
す
る
運
動

部
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

道
場
も
体
育
館
の
裏
手
に
あ

り
、
弓
道
部
の
存
在
す
ら
知
ら

ず
に
、
卒
業
す
る
川
高
生
も
多

く
い
た
と
思
い
ま
す
。
川
越
市

弓
道
連
盟
と
は
、
平
成
十
一
年

の
道
場
の
新
築
を
機
に
冬
場
に

交
流
を
続
け
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
弓
道
部
が
上
を
目

指
す
転
機
と
な
っ
た
の
は
平
成

七
年
の
全
国
高
校
総
合
体
育
大

会
（
以
下
高
校
総
体
）、
団
体

出
場
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
当

時
の
顧
問
、
福
内
先
生
や
齋
藤

先
生
の
努
力
も
あ
り
、
生
徒
の

意
識
も
変
わ
り
、
平
成
十
年
代

は
埼
玉
県
を
代
表
す
る
強
豪
校

と
な
り
ま
し
た
。現
在
ま
で
に
、

顧
問
　
新
津
　
雅
之
（
高
二
十
九
回
）

弓
道
部
の
現
在

安土踏み作業中の弓道部員

高
校
総
体
十
二
回（
団
体
三
回
・

個
人
九
回
）、
全
国
選
抜
六
回

（
平
成
十
六
年
度
団
体
準
優
勝
）、

東
日
本
大
会
七
回（
優
勝
四
回
）、

関
東
大
会
八
回
な
ど
の
実
績
の

ほ
と
ん
ど
は
そ
の
当
時
の
も
の

で
す
。

　

ま
た
、
生
徒
に
よ
る
様
々
な

工
夫
も
考
え
ら
れ
、
現
在
の
伝

統
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

文
化
祭
で
一
・
二
年
生
が
「
射

会
の
窓
」
と
い
う
坐
射
を
披
露

す
る
企
画
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
文
化
祭
で
も
練
習
し
よ
う

と
い
う
意
欲
が
形
に
な
っ
た
も

の
だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
部

内
で
の
仕
事
に
対
す
る
意
識
も

高
く
、
仕
事
を
代
々
受
け
継
ぐ

流
れ
も
あ
り
、
的
張
り
の
責
任

者
と
し
て
「
的
張
り
番
長
」
な

る
存
在
、
弦
の
張
り
っ
ぱ
な
し

を
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
と
し
て
副
部

長
が
管
理
す
る
事
、
一
年
に
二

回
あ
る
安
土
踏
み
（
写
真
）
は
、

三
日
ほ
ど
か
け
て
安
土
を
踏
み

直
す
作
業
で
す
。
こ
の
た
め
冬

場
で
も
安
土
が
凍
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
現
在
も
数
名
の
卒

業
生
が
大
学
で
も
続
け
て
い
ま

す
が
、
部
と
し
て
最
も
良
い
な

と
思
え
る
事
は
、
部
の
卒
業
生

で
高
校
の
教
員
と
な
り
弓
道
部

の
指
導
者
が
多
い
事
で
す
。

加
盟
九
十
校
を
超
え
る
埼
玉
県

高
体
連
弓
道
専
門
部
は
全
国
で

も
二
番
目
に
多
く
、
部
員
三
千

名
を
超
え
て
埼
玉
県
の
運
動
部

の
中
で
も
上
位
に
入
る
多
さ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
前
専
門
委
員

長
の
島
村
先
生（
高
二
十
六
回
）、

現
委
員
長
の
山
田
先
生
（
高

三
十
四
回
）
を
中
心
に
川
高
弓

道
部
卒
業
生
が
埼
玉
県
の
高
校

弓
道
の
発
展
の
為
に
頑
張
っ
て

お
り
、
こ
の
後
に
続
い
て
く
れ

る
事
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。
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今
回
は
、
変
わ
り
ゆ
く
現
代

の
町
を
訪
ね
て
み
ま
し
ょ
う
。

工
事
が
始
ま
っ
た
新
河
岸
駅
で

す
。

　

新
河
岸
駅
が
開
設
さ
れ
た
の

は
、
東
上
鉄
道
が
開
通
し
た
大

正
三
年
（
一
九
一
四
）
五
月
一

日
よ
り
一
月
半
遅
れ
た
六
月

一
七
日
の
こ
と
で
す
。
東
武
鉄

道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と

最
初
は
高
階
駅
だ
っ
た
そ
う
で

す
が
、
由
緒
あ
る
地
名
と
い
う

こ
と
で
、
翌
五
年
に
新
河
岸
駅

に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
東
上
鉄
道
は
、

東
京
と
上
州
を
結
ぶ
た
め
に
計

画
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

頭
文
字
を
と
っ
て
名
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
最
初
は
、
田
面
沢

（
現
川
越
市
小
ケ
谷
）ま
で
開
通
、

こ
の
時
、
川
越
市
駅
（
当
時
は

川
越
町
駅
）
が
開
設
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
の
川
越
駅
は
と
い
う

と
、
川
越
西
町
駅
と
し
て
大
正

四
年
の
開
業
で
す
の
で
、
わ
ず

か
で
す
が
新
河
岸
駅
の
方
が
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
で
は
当
時
の

川
越
駅
は
と
い
う
と
、
現
在
の

本
川
越
駅
の
こ
と
で
し
た
。
東

上
鉄
道
は
、
そ
の
後
東
武
鉄
道

と
合
併
し
、現
在
に
至
り
ま
す
。

　

新
河
岸
駅
の
古
写
真
が
、
今

春
川
越
市
立
博
物
館
で
開
催
さ

れ
た
収
蔵
品
展
「
モ
ノ
ク
ロ
ー

ム
の
追
憶
」
で
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
写
真
は
、
昭
和
十
一

（
一
九
三
六
）
年
頃
に
ホ
ー
ム

か
ら
駅
舎
を
撮
っ
た
も
の
で

す
。

　

駅
舎
は
、
木
道
平
屋
建
て
瓦

葺
き
、
外
壁
は
下
見
板
張
り
で

線
路
側
に
ト
タ
ン
葺
き
の
下
屋

が
見
え
ま
す
。
そ
の
後
、
昭
和

六
〇
年
頃
に
現
在
の
姿
に
な
り

ま
し
た
。

　

線
路
と
平
行
に
建
つ
改
札
口

の
あ
る
本
屋
、
そ
の
奥
に
棟
を

直
行
す
る
建
物
、
さ
ら
に
そ
の

奥
に
ち
ょ
っ
と
離
れ
て
小
さ
な

小
屋
が
建
っ
て
い
ま
す
。
手
前

に
は
井
戸
も
見
え
ま
す
。
ホ
ー

ム
は
、
今
と
同
じ
島
状
で
す
が

跨
線
橋
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
様

の
中
に
は
、
こ
の
駅
舎
か
ら
電

車
に
乗
っ
て
学
校
ま
で
通
わ
れ

た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

実
は
、
こ
の
駅
、
大
変
微
妙

な
立
地
で
す
。

　

駅
の
南
側
の
踏
切
の
あ
る
道

は
、
川
越
五
河
岸
と
い
わ
れ
た

上
・
下
新
河
岸
と
川
越
街
道
を

最
短
距
離
で
結
ん
で
い
る
江
戸

時
代
以
来
の
道
で
す
。
駅
は
、

両
者
の
中
間
地
点
、
河
岸
と
街

道
の
ど
ち
ら
か
ら
も
約
一
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
い
う
場
所
に
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
鉄
道
を
敷
く
時

に
、
河
岸
と
街
道
側
で
ど
ん
な

綱
引
き
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
ど
ち
ら
寄
り
で
も
な
く
、

ち
ょ
う
ど
中
間
に
な
る
位
置
に

決
め
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

ち
な
み
に
、
鉄
道
が
敷
か
れ

て
駅
前
を
押
え
た
の
は
、
廻
船

問
屋
で
し
た
。
新
河
岸
駅
の
み

な
ら
ず
、
川
越
駅
や
本
川
越
駅

等
々
、
彼
ら
は
鉄
道
が
舟
運
に

取
っ
て
代
わ
る
の
を
予
見
し
て

い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
駅
南
側
の
踏
切
は
、
歩

行
者
と
自
動
車
が
交
錯
し
て
い

ま
す
。
子
供
た
ち
の
通
学
路
に

も
な
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

幅
は
狭
く
、
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ

時
は
大
混
乱
、
大
変
危
な
い
踏

切
で
し
た
。
そ
こ
で
、
作
ら
れ

た
の
が
線
路
を
く
ぐ
る
地
下
道

で
す
。
昭
和
六
〇
年
三
月
に
竣

工
し
ま
し
た
。

雁
の
記

（
高
二
十
七
回
）

荒
牧　

澄
多 

記
昭和11年頃の新河岸駅（川越市立図書館蔵）

　

こ
の
地
下
道
の
両
端
を
飾
る

モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
は
、
一
見
の

価
値
が
あ
り
ま
す
。
河
岸
に
近

い
東
側
は
新
河
岸
川
舟
運
の
、

街
道
に
近
い
西
側
は
川
越
街
道

の
古
写
真
を
基
に
、
モ
ノ
ク
ロ

ー
ム
か
ら
色
彩
を
推
定
し
て
制

作
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
地
下
道
に
は
高

階
地
区
の
中
学
生
の
壁
画
も
飾

ら
れ
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
の

力
作
で
す
。

　

工
事
が
始
ま
っ
た
駅
舎
は
、

橋
上
化
さ
れ
待
望
の
東
口
も
生

ま
れ
ま
す
。
東
西
を
結
ぶ
自
由

通
路
は
長
さ
七
〇
メ
ー
ト
ル
、

幅
六
メ
ー
ト
ル
で
平
成
二
九
年

度
中
に
完
成
予
定
で
す
。
駅
舎

の
デ
ザ
イ
ン
は
、
東
口
も
西
口

も
同
じ
で
す
が
、
和
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
木
目
調
の
竪
格
子
を
基

調
と
し
て
い
ま
す
。

　

た
ま
に
は
、
駅
か
ら
歩
い
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

変
貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
新
河
岸

駅
周
辺
、
今
の
姿
を
目
に
留
め

て
お
く
の
も
悪
く
な
い
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

新
河
岸
駅

川
越
散
策
日
記

　

当
時
川
越
に
は
映
画
館
が
日

活
系
の
鶴
川
座
と
、
松
竹
系
の

演
芸
館
（
現
在
の
ス
カ
ラ
座
）

が
有
っ
て
、
白
黒
の
映
像
に
活

動
弁
士
が
付
い
て
の
映
画
で
、

日
曜
日
の
午
後
は
鶴
川
座
、
演

芸
館
へ
度
々
入
館
し
ま
し
た
。

二
時
間
の
柔
道
部
の
稽
古
が
終

る
と
腹
が
空
き
、
帰
り
は
演
芸

館
前
の
八
百
勘
へ
寄
り
、
善
哉

一
杯
の
味
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。

　

石
原
町
三
田
の
団
子
屋
で
も

引
間
　
　
弘
（
中
三
十
二
回
）

偶
に
は
腹
ご
し
ら
い
し
、

近
く
の
自
転
車
屋
で
サ

ー
ビ
ス
の
油
差
し
や
空

気
入
れ
等
し
て
、
川
女

や
山
村
の
女
学
生
の
帰

り
を
憧
れ
と
純
粋
さ
で

眺
め
て
帰
り
ま
し
た
。

　

小
学
校
か
ら
男
女

別
教
室
、
男
女
席
を
同

じ
う
せ
ず
で
、
ラ
ブ
レ

タ
ー
の
交
流
程
度
で
交

際
等
思
い
も
拠
ら
な
い
、
恋
愛

不
毛
の
時
代
で
し
た
。
大
学
は

出
た
け
れ
ど
、
就
職
率
十
二
％

の
就
職
難
で
、
村
の
農
家
で
困

ら
な
い
家
に
は
、
東
北
や
近
隣

の
貧
困
の
家
か
ら
、
男
女
の
助

つ
人
が
、
住
み
込
み
勤
務
し
て

居
た
時
代
で
し
た
。

　

昭
和
七
年
の
四
年
生
の
時
は
、

古
賀
清
志
海
軍
中
尉
の
犬
養
潔

首
相
殺
害
の
五
・
一
五
事
件
が

起
こ
り
、
玄
洋
社
の
総
帥
国
粋

主
義
運
動
の
巨
頭
、
頭
山　

満

翁
が
来
校
し
、
大
谷
徳
馬
校
長

の
司
会
で
、
新
講
堂
で
全
校
生

徒
に
満
州
国
の
建
国
等
に
つ
い

て
講
演
が
有
り
ま
し
た
。

　

昭
和
八
年
、五
年
生
の
時
は
、

軍
部
の
影
響
を
受
け
た
松
岡
洋

右
外
相
が
、
斎
藤
実
首
相
ほ
か

各
大
臣
の
反
対
を
押
切
っ
て
、

国
際
連
盟
を
脱
退
し
て
、
日
本

の
政
治
が
軍
部
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
さ
れ
つ
つ
、
支
那
事
件
か
ら

大
東
亜
戦
争
へ
と
、
進
ん
で
居

た
時
代
で
し
た
。

　

以
上
、
昭
和
四
年
か
ら
昭
和

八
年
の
五
年
間
の
私
の
川
中
時

代
の
記
憶
を
記
し
て
来
ま
し
た

連
載
四

が
、
川
越
の
エ
リ
ー
ト
校
川
中

へ
入
学
し
、
素
晴
ら
し
い
先
生

方
に
恵
ま
れ
て
勉
強
し
、
如
何

な
る
時
も
エ
リ
ー
ト
意
識
を

失
は
ず
人
生
を
歩
ん
で
来
て
、

九
十
七
歳
ま
で
生
き
ら
れ
た
私

は
幸
せ
で
し
た
。（
完
）

平
成
二
十
六
年
一
〇
月

　

実
は
父（
引
間	

稔
）は
一
月

十
五
日
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
週
も
い
つ
も
通
り
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ム
に
母
と
私
三
人
で
行
き
、

俳
句
の
新
年
会
も
楽
し
み
、
当

日
も
シ
ル
バ
ー
カ
ー
を
押
し
サ

ミ
ッ
ト
ス
ト
ア
で
酒
の
肴
を
買

い
ビ
ー
ル
一
缶
を
お
い
し
く
飲

み
、
一
時
間
入
浴
し
、
ベ
ッ
ド

に
入
っ
て
三
時
間
後
、母
が
「
千

惠
を
呼
ん
で
い
る
。」
と
起
こ

し
に
来
た
の
で
行
く
と
「
胸
が

苦
し
い
。」
と
言
う
の
で
す
ぐ

来
て
く
れ
た
救
急
車
に
私
と
乗

り
、
病
院
に
着
く
前
に
心
臓
が

止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

長
年
観
世
流
に
携
わ
っ
て
い

た
こ
と
で
、「
慈
観
院
松
籟
竜

吟
居
士
」、
と
言
う
戒
名
を
頂

き
納
骨
も
済
ま
せ
ま
し
た
。

　

最
近
は
足
が
弱
く
な
り
シ
ル

バ
ー
カ
ー
に
な
り
ま
し
た
が
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
っ
て
下
手
な

麻
雀
や
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
、

週
二
日
二
時
間
は
ス
ポ
ー
ツ
ジ

ム
に
行
き
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
に
挑
戦

し
て
写
真
を
撮
っ
て
お
仲
間
に

差
し
上
げ
た
り
、
娘
と
ス
カ
イ

プ
で
テ
レ
ビ
電
話
に
ト
ラ
イ
す

る
等
、
新
し
い
こ
と
に
積
極
的

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
は
尊
敬

に
値
す
る
物
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

末
筆
な
が
ら
川
越
初
雁
会
の

益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
致
し

ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
か
ら
二
年
間

に
渡
り
連
載
し
て
き
た
手
記
の

最
後
に
引
間
さ
ん
の
訃
報
を
掲

載
す
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

謹
ん
で
引
間
さ
ん
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

川
中
時
代
の
思
い
出  

総会で謡曲を歌われ満面の笑みの引間さん

娘
さ
ん
西
島
千
惠（
引
間
）様

か
ら
の
お
手
紙

広
報
委
員
会
か
ら
一
言

巨木巡りでの在りし日の引間さん


